
 

 

 

 

 

この度、土砂災害から住民を守る新たな防災システムの構築を目的とした実証研究の連

携協定を応用地質株式会社様と締結することとなりましたのでお知らせします。 

この協定は、応用地質株式会社様が開発された「斜面変動検知センサ」と「土砂ハザー

ドモニタリングシステム」を町内の土砂災害危険斜面に設置・運用し、土砂災害の予兆の

早期検知の有効性を検証することで、検知した予兆情報をもとに町民の適切な避難行動に

つなげるための周知方法の確立等を目的としています。 

この協定を通じ、町民の避難判断材料として土砂災害ハザードモニタリングシステムを

活用し、早期の避難行動につなげることができる新たな防災体制の構築を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜面変動検知センサと土砂ハザードモニタリングシステムによる住民向けの土砂災害早期警戒サービスのイメージ 

 

協定締結式 

・日 時   令和４年８月４日（木）１５時から 

・場 所   葉山町役場町長室 

・出席者   葉山町長 山梨崇仁 副町長 小野淳 総務部長 髙階歩 

防災安全課長 尾﨑一平 
        

応用地質株式会社 

流域・砂防事業部 常務執行役員 事業部長 吉岡正 

事業企画部長 蚊瓜康典 上部上級専門職 矢部満 

（敬称略） 

                
問合せ先 葉山町総務部防災安全課 

課 長 尾﨑 電話 046－876－1111 内線 395 

主 事 奥泉 電話 046－876－1111 内線 397 

葉 山 町 

令和４年８月２日 

記 者 発 表 

新たな防災システム構築に向けた連携協定の締結について 

～土砂災害の予兆早期検知と適切な住民避難を促す方法に関する実証研究を開始～ 

■土砂ハザードモニタリングシステム ■斜面変動検知センサ 


